抵当権付債権譲渡契約書

債権譲受人　〇〇〇〇（以下「甲」という）と債権譲渡人　〇〇〇〇（以下「乙」という）、とは、本日、以下の通り、債権譲渡契約を締結した。

　

第1条 乙は、甲に対し、乙が下記原債権の債務者（以下「丙」という）に対して有する債権を、同債権を担保する本書末尾記載の抵当権（以下「本件抵当権」という）とともに譲渡する。

【原債権の表示】
原因
金銭消費貸借

貸付日　　　〇〇年〇〇月〇〇日

貸付金額
金〇〇〇〇円

利息
年○．○○％（年３６５日日割計算）

損害金
年○○％（年３６５日日割計算）

債務者
○○県○○市○○町○丁目○番○号



○○　○○
２
なお、原契約に基づく丙に対する債権の額は、本日現在以下のとおりである。


元本
金〇〇〇〇円


利息
金〇〇〇〇円

第2条 譲渡金額は金〇〇〇円とし、甲は、乙に対し、本日同代金の全額を支払い、乙はこれを受領した。
第3条 乙は、本契約締結後速やかに、丙に対し、確定日付のある証書によって、債権譲渡通知をしなければならない。

第4条 乙は、前条の債権譲渡通知の効力が発生するまでの間に甲の権利を害する行為をしてはならない。

第5条 乙は、第１条によって甲に譲渡した債権につき、丙から乙に対抗しうる何らの事由がないこと、および、甲が同条記載内容のとおり権利行使しうるものであることを保証する。
第6条 甲と乙は、本契約締結後速やかに第１条記載の本件抵当権の譲渡に関する登記手続きをするものとし、登記手続をなすにつき、相互に、必要な書類の交付その他の必要な協力をしなければならない。

第7条 本件登記の手続き費用は、乙が負担するものとする。
第8条 甲と乙は、本契約に関して紛争が生じた場合、○○地方裁判所をもって第一審の専属的合意管轄とすることに合意した。
以上、本契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙各自署名捺印の上、各１通宛を保有する。

平成　　　年　　　月　　　日

（1） 住　所


氏　名


印

（2） 住　所


氏　名


印


本契約書作成代理人
〒162-0822
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【抵当権の表示】
　平成○○年○○月○○日抵当権設定契約により下記記載の不動産に設定され、同日○○地方法務局受付第○号をもって登記した順位第○番の抵当権

記

【不動産の表示】
（一棟の建物の表示）


所　在

●●区●●○丁目○番地○

建物の名称
○○マンション
（敷地権の目的である土地の表示）


土地の符号
１

所在及び地番
●●区●●○丁目○番

地　　　　目
宅地

地　　　　積
６００．００平方メートル
（専有部分の建物の表示）


家屋番号
●●○丁目○番○の○○○

建物の名称
○○○

種　類

居宅


構　造

鉄筋コンクリート造１階建


床面積

○階部分　７０．００平方メートル
（敷地権の表示）


土地の符号
１


敷地権の種類
所有権


敷地権の割合
○○○○○○分の○○○○
以上
